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　福沢諭吉（１８３５～１９０１）が主宰していた新聞『時事新報』（１８８２～１９３６）の社
説の起草者を新たな方法論によって判別したうえ、その中から福沢由来の社説を選び出すこ
とでジャーナリストとしての福沢の全体像を再構成しようとしています。加えて判別の方法
論の確立のために、まず福沢の署名入著作の本文をデータベース化し、それらを基礎資料とし
つつ、無署名社説と語彙・文体の比較を行っています。福沢執筆と推定される全集非収録社説
はテキスト化して、署名入著作ともどもネット上のサイト「平山洋氏の仕事」で公開していま
す。
　本研究の具体的な目的は福沢健全期（１８８２・３～１８９８・９）の全社説の起草者を判
定することで、現行版福沢全集の「時事新報論集」（第９巻～第１６巻）に適切な加除を施すこ
とです。

●連　絡　先

福沢諭吉の思想について研究しています。

福沢諭吉，時事新報，石河幹明，井田進也，丸山真男，脱亜論,
安川寿之輔，慶應義塾，日清戦争

TEL.054-264-5388　FAX.054-264-5388

国際言語文化学科　平山 洋
福沢諭吉の全集未収録社説の発掘
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